
 

 

 

 

市民活動団体と学校との連携に関するアンケート調査について（案） 

 

１ 調査の目的 

市民活動団体と地域との連携に関するアンケート調査の結果、多くのＵＭＥＣＯ登録団体が学校

との連携を希望していることが明らかとなったことから、第９期小田原市市民活動推進委員会への

諮問事項「市民活動団体の力をまちづくりに生かす方策について」の検討における、追加の基礎資

料とすることを目的として実施する。 

 

２ 調査の対象 

  市立小学校及び中学校（計 36校） 

  ※スクールボランティアコーディネーターと相談の上、回答いただく。 

 

３ 実施方法 

  逓送便により各学校へ配布し、ＦＡＸまたは逓送便により回収する。 

 

４ 調査スケジュール（予定） 

調査票等の検討 ２月 12日（第５回会議） 

調査票等の確定 ２月下旬 

学校との調整 ２月下旬～４月 

調査票の配布 ５月上旬 

調査票の回収 ５月下旬 

集計・分析 ６月 

結果報告 ７月（第９回会議） 

 

５ 依頼文及び調査票 

  別添のとおり 

令和２年２月 12日 

第 5回会議 
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 地政第 号  

令和２年 月 日  

 

小田原市立〇〇小（中）学校校長 様 

 

小田原市市民部地域政策課長 

（ 公  印  省  略 ） 

 

市民活動団体と学校との連携に関するアンケート調査の実施について（依頼） 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、本市では諮問機関である市民活動推進委員会において、「市民活動団体（地域を限定

せずに非営利で活動している、任意団体やＮＰＯ法人等）の力をまちづくりに生かす方策」

について、研究を行っております。 

その中で、おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯに登録のある、様々な分野の市民活動団

体にアンケートを実施したところ、回答のあった 211団体中 79団体が「学校との連携を希望」

している結果となりました。 

このため本委員会では、新たに学校に対し、市民活動団体との連携に係る現状や今後の希

望等をお伺いし、その結果を踏まえて、連携を促進する方策に係る研究を深めていきたいと

考えております。 

つきましては、大変お忙しいところ恐縮ですが、貴校にもご協力いただきたく存じますの

で、 月 日（ ）までに、別紙調査用紙にご記入の上、ＦＡＸまたは逓送便にてご回答く

ださい。ご回答にあたりましては、日頃、学校とスクールボランティアの間に入り、調整等

をされているスクールボランティアコーディネーターの皆様のご意見も踏まえてくださいま

すよう、よろしくお願いいたします。 

なお、本調査の結果については公表を予定していますが、個人や学校が特定されるような

公表はいたしません。また、市民活動団体との調整役を担う外部コーディネーターを希望さ

れる場合など、今後の支援に必要と認められる場合は、その役割を担うＵＭＥＣＯと情報を

共有させていただくことがありますので、ご了承ください。 

 

※添付の「市民活動登録団体名簿」（学校や地域との連携希望がある団体を掲載）を参考にし

ていただければ幸いです。 

 

 

            事務担当：市民活動推進係     

                          ＴＥＬ 0465-33-1458 

                          ＦＡＸ 0465-34-3822 

電子メール shimin-k@city.odawara.kanagawa.jp 
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市民活動団体と学校との連携に関するアンケート（市立小・中学校） 

学校名  

回答者氏名  連絡先（電話番号等）  

該当する番号に○印、または、該当箇所に記入してください。ご協力よろしくお願いします。 

本アンケートは、学校と市民活動団体（地域を限定せずに非営利で活動している、任意団体やＮＰＯ法人等）

との連携に係る現状や今後の希望をお伺いするものです。スクールボランティアとの調整を担うスクールボラ

ンティアコーディネーターの皆様のご意見も踏まえ、ご回答くださいますようお願いいたします。また、   

ＰＴＡと市民活動団体との連携に係る現状や希望についても、把握されている範囲でお答えください。 

※添付の「市民活動登録団体名簿」に、学校等との連携を希望する市民活動団体が掲載されていますので、 

参考にしていただければ幸いです。 

１ 市民活動団体について 

Ｑ１ 令和元年度に、市民活動団体または地域外の個人ボランティアの協力を受けましたか。（以下から１つ選択） 

① 市民活動団体の協力を受けた（団体名                         ） 

② 地域外の個人ボランティアの協力を受けた 

③ どちらの協力も受けた（団体名                            ） 

④ どちらの協力も受けなかった ⑤ わからない ⑥ その他（               ） 

 

＊Ｑ２は、Ｑ１で「①市民活動団体の協力を受けた ②地域外の個人ボランティアの協力を受けた ③どちらの協力も

受けた」と答えた方のみお答えください。 

Ｑ２ どのような事業で協力を受けましたか。（以下から複数選択可） 

① 授業（総合学習・校外学習等）  ② クラブ・部活動   ③ 学校参観   ④ 防災訓練  

 ⑤ 交通安全教室  ⑥先生の研修  ⑦ ＰＴＡの親子ふれあい行事  ⑧ ＰＴＡの成人学級 

⑨ その他（                                      ） 

 

Ｑ３ 今後、市民活動団体から、どのような事業で協力を受けたいと思いますか。（以下から複数選択可） 

① 授業（総合学習・校外学習等）  ② クラブ・部活動   ③ 学校参観   ④ 防災訓練  

   ⑤ 交通安全教室  ⑥先生の研修  ⑦ ＰＴＡの親子ふれあい行事  ⑧ ＰＴＡの成人学級 

   ⑨ その他（                                      ） 

⑩ 協力を受けたいと思わない（理由                           ） 

 

＊Ｑ４・５は、Ｑ３で「⑩協力を受けたいと思わない」以外を答えた方のみお答えください。 

Ｑ４ Ｑ３について、希望する具体的な協力内容は何ですか。（自由記載） 

  （例）総合学習でボランティア体験、学校参観で絵本の読み聞かせ、防災訓練で講話、ＰＴＡの成人学級で廃油せっけん作り 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５ 市民活動団体は非営利ですが、実費については学校等に負担していただくことがあります。負担可能な

費用はありますか。（以下から複数選択可） 

① ない（無償） ② 燃料費 ③ 教材費 ④ 材料費 ⑤ 交通費 ⑥ 会場費 ⑦ 人件費 

⑧ その他（                                      ） 
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Ｑ６ 学校等と市民活動団体の連携を促進するためには、何が必要だと思いますか。（以下から複数選択可） 

   ① 学校等と団体が交流する機会       ② 調整の窓口となる学校外部のコーディネーター 

 ③ 団体に関する詳しい情報を学校に提供する ④ 学校のニーズに関する情報を団体に提供する 

⑤ 連携の促進は必要ない（理由                             ） 

⑥ わからない 

⑦ その他（                                      ） 

 

２ おだわら市民交流センター（ＵＭＥＣＯ）について 

Ｑ７ 小田原駅東口の近くに「おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ」という施設があります。 

ＵＭＥＣＯが、地域や学校等に対し市民活動団体を紹介し、各種調整をするコーディネート事業を   

行っていることを知っていましたか。（以下から１つ選択） 

① 知っていた    ② 知らなかった 

 

Ｑ８ 添付の「市民活動登録団体名簿」はＵＭＥＣＯで作成しており、学校や地域との連携を希望する 100   

団体以上の情報を掲載しています。今後、こうした名簿が学校に配布されたら、活用される可能性があり

ますか。（以下から１つ選択） 

① 活用される可能性がある 

② 活用される可能性がない（理由                             ） 

③ その他（                                       ） 

 

Ｑ９「市民活動登録団体名簿」にどのような内容が載っていると、活用されやすいと思いますか。 

（以下から複数選択可） 

   ① 名簿の役割     ② 手続きの流れ    ③ 費用     ④ 対象地区 

 ⑤ わかりやすい分類（「イベントへの出演」、「絵画や手芸の体験」、「スポーツ」、「講師派遣」等） 

   ⑥ 団体の規模 ⑦ 団体の実績  ⑧ 名簿の活用例   ⑨ 協力できる内容が具体的に書かれた団体概要 

⑩ その他（                                        ） 

 

Ｑ10 ＵＭＥＣＯがどのような相談体制であれば、学校等と市民活動団体の連携が促進されると思いますか。

（以下から複数選択可） 

   ① 自発的に学校に出向きニーズを聞き取る（頻度・場所                   ） 

   ② 依頼に応じて学校に出向きニーズを聞き取る（場所                    ） 

   ③ ＵＭＥＣＯで定期的に相談会を開催する（頻度                       ） 

④ 電話で気軽に相談できる 

 ⑤ 窓口で気軽に相談できる 

 ⑥ メールで気軽に相談できる 

 ⑦ ノウハウを有するスタッフを配置する 

   ⑧ その他（                                       ） 

 

ご協力ありがとうございました。 

恐れ入りますが、 月  日( )までにＦＡＸ又は逓送便でご回答ください。 

ご回答先小田原市地域政策課市民活動推進係 FAX0465-34-3822(送信票は不要です) 
※このアンケートについてのお問い合わせは、☏0465-33-1458（直通）までお願いいたします。 
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